
１．研究の背景と目的 
人口減少と少子高齢化が急速に進展している現

在の日本において地方都市は，既存の地域資源に目

を向けその利活用を推進することで，地域の魅力づ

くりにつなげていく取り組みを行っている。 
 しかし，その地域社会においては都市化の進行，

過疎化の進行や地域社会の連帯感の希薄化などか

ら，地縁的な地域社会の教育力は低下する傾向にあ

ると考えられる。内閣府の「子供・若者の意識に関

する調査（令和元年度）」1）では，地域の人たちと強

いつながりを感じているかという質問項目に対し

て，最も割合が高いのが「そう思わない」（53.8％），

次いで「どちらかといえばそう思わない」（24.9％）

という回答状況である。この結果より，8 割以上の

子どもが地域の人とのつながりを持ちづらくなっ

ているということができる。 
岡山県の公立学校では「令和 3 年度 全国学力・

学習状況調査 報告書【質問紙調査】」2）によると，

「今住んでいる地域の行事に参加していますか」と

いう質問項目に対して，「当てはまる」と回答した

小学生が 30.7％，中学生が 18.0％となっている。

また，「地域や社会をよくするために何をすべきか

考えることがありますか」という質問項目に対して

は，「当てはまる」と回答した小学生が 18.0％，中

学生が 14.2％となっている。どちらの質問項目も全

国回答率と同等，もしくはやや高い程度で，決して

高い割合ではない。 
地域へのつながり，関心は子どもだけではなく，

その保護者にも同様に言うことができる。上記の地

域の人とのつながりの持ちづらさは，保護者自身が

引っ越してきた場合も多く，親も子ども時代からそ

の地域に親しむことがなかったためだと思われる。

そのため，保護者も住んでいる地域のことをよく理

解していない可能性があると考える。 
 本研究の目的は，小学生やその保護者を対象にし

た，地域のことを知り，体験するプロジェクトを実

施することで，両者の地域への関心を高めることで

ある。ただ地域の歴史の知識の習得のみに重点を置

くのではなく，地域の歴史の知識を習得した上で体

験活動を行うこと，そして岡山県内の地域をフィー

ルドに子どもを主体としながら保護者も含めて参

加できることの 2 点を中心にプロジェクトを開発

する。 
 
２．内容 

本プロジェクトは子どもに生活の中で気付かな

い地域の魅力を発見し，地域のことを好きになって

ほしいという考えから，知識だけではなく，体験を

重視したワークショップを実施した。  
ワークショップの実施の場所について，岡山県は

多くの場所でそれぞれが豊かな文化を持っている。

その中でも玉野市は，今まで多くの文化活動をして

いたり，タマフェスという大きなイベントを開催し

たりしている。さらに，玉野市は，比較的最近に，

劇的に土地の価値が変化した土地であり，その変化

を基に文化を作ろうとしている人たちがいる。これ

要旨は日本語で 10 行以内。（MS明朝，10.5pt） 
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らの理由から玉野市でワークショップを実施する

ことにした。  
ワークショップは玉野市の過去から現在，未来ま

で関連を付けて考えながら進めるようにし，その内

容は以下の 3 つのパートに分けた。 
 

2-1  歴史講義  

はじめに，玉野市に関する既有の知識量にかかわ

らず参加者に対して，玉野市の歴史を説明する。玉

野市は，昭和 15 年 8 月 3 日に宇野町と日比町が合

併し，岡山県内で 4 番目の市として誕生した。その

後，山田村，荘内村，八浜町，東児町を編入合併し，

現在に至っている。気候から製塩業が盛んになり，

1909 年に宇野港が開港されて以降は，造船業の街，

海の玄関口として知られている。 
上記のような玉野市誕生の経緯や岡山県と玉野

市の関係等を学ぶことで，参加者に玉野市について

多様な視点を持ってもらう。（図 1） 
その後に，参加者たちは大判サイズの地図を見な

がら，玉野市の地理的変遷と玉野市を支えた宇野港，

製塩，造船の話を聞く。今ある道路がかつて 1 本し

かなかった時代から，海に面していることから製塩

業と造船業が発展し，現在の玉野市が徐々にできて

くるまでの変化は，全て地図上で確認できる。その

ため，参加者たちは，目の前にある地図を実際に観

て触ってみながら，玉野市や宇野について理解する

ことができる。 
  

 
図1 歴史講義の様子 

  

2-2  街歩き 

パート 1 で講義を聞いたり，地図を見たりした上

で，実際に行って見ることによって，その理解は深

くなるという考えから，パート 2 は「街歩き」を実

施した。宇野地区を舞台に，決められたスポットを

設定された問題を解きながら回ってくるという活

動である。（図 2） 
街歩きの場所の選択について，歴史講義と同じよ

うに歴史を過去から未来の順番で考え，玉野市内で

3 つの場所を選んだ。1 つ目は宇野八幡宮を選択し，

この場所からは玉野市の歴史を知ることができる。

2 つ目は宇野港で，宇野駅や船に関することから玉

野市の産業について学ぶことができる。特に駅の近

くの産業振興ビルでは宇野港と宇野駅の展示があ

り，普段気付かないことを学習できる。3 つ目は，

133 年の歴史を持ち，商店街を代表する山田快進堂

というお店である。これら 3 つの場所は文化，経済，

産業，生活というそれぞれの面から玉野市の変遷を

捉えることができる。  
街歩きに出発する前，参加者たちにワークシート

と簡単な地図を配る。ワークシートには，3 つの場

所それぞれに関する歴史的な問いとヒントを設定

している。そして，参加者たちは簡単な地図を手が

かりに 3 つの場所へ行き，問いを解いていく。 
 

 

図2 街歩きの様子 

 

2-3 創作活動 

歴史講義を聞き，実際に 3 つの場所を回ってきた

後，参加者たちは玉野市・宇野について一定の認識

を持つことができると考える。そして，今日のワー

クショップを通して生まれた感情や得た知識の定

着化を図るため，塗り絵という創作活動で表現する

ことを 3 つ目の活動とした。（図 3） 
写真は，私たちの生活や歴史を記録する現代的な

ツールとして多く用いられる。そのため，歴史を顧

みる時や過去の様子を調査する時，写真は重要な

ツールである。そのようなツールである白黒写真か

ら輪郭だけを描いた 3 種類の絵を用意した。白黒写

真を選んだ理由は，現代において一般的に白黒写真

は普段見ることができず，昔の技術として認識され

ている。その時代の白黒写真であれば，玉野市の昔

の様子を映していると考え選択した。また，当時の
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撮影技術により白黒写真という色が限定されてい

たものの，実際の景観は白黒ではなく，色鮮やかに

彩られているのである。 
その過去の様子を「再現する」ために，塗り絵の

形で，参加者たちが自分の感想や気持ちを表現して

もらう。また，塗り絵で参加者の創造性を活かした

いと期待する。描き終わった後に，参加者たちにな

ぜこの写真を選んだのか，なぜこのように色を塗っ

たのかといった自分の考えや感想をシェアしても

らった。 

 

 
図3 塗り絵の様子 

 

ワークショップの最後に参加者アンケートを実

施した。 

 

３．考察 

地域における文化を深く感じ，それらを効果的に

活用できるのは地元の住民であることからも，住民

こそが主役である。その地域の魅力に気づき，地域

のことが好きになり，地域文化を伝える担い手に

なってほしいと考えている。それらを踏まえた上で，

地域に住んでいる人自身がその地域の魅力に気づ

いたり，理解を深めたりできるワークショップを実

施した。 
本プロジェクトにおいて成果が 2 点ある。 
1 点目の成果として，実際に街を歩くという活動

は有効であるということが明らかになったことで

ある。イベント終了後のアンケートでは，「街歩き

という活動は面白いし，意義もある」という意見が

挙げられた。さらに私たちが行ったワークショップ

によって参加者が継続的に地域に興味・関心を持ち

続けているか明らかにするために，イベント終了か

ら約一ヶ月後行ったインタビューより，街歩きが一

番印象に残った活動であることが分かった。これら

のことから，ただ講義を聞いて地域のことについて

知るだけではなく，街歩きという体験を取り入れる

ことによって，講義での知識との関連や理解をより

深めることができた。 
2 点目の成果として，このような活動によって，

地域に対する親しみを持つことができる可能性が

あるということである。実施後一ヶ月後のインタ

ビューでは，このワークショップに参加していた前

後では関心の度合いが異なるという意見もあった。 
以上のことから，地域に埋もれた歴史的な建造物

や町並み，景観から地域の変遷に気が付く活動は，

活動自体の価値だけでなく，住民の地域への誇りや

愛着を深め，地域社会の連帯感を強めることができ

ると考える。 
 その一方で，課題も 2 点挙げられる。 

1点目に広報活動である。ワークショップ当日は，

本来焦点を当てていた小学生とその保護者の参加

はなく，地元の高校教師 1 名と留学生 2 名の参加の

みであった。チラシやホームページの作成など自分

たちでできることは行ったものの思うように参加

者を集めることはできず，広報活動の重要性を実感

した。 
 2 点目に，町歩きの場所の選定である。アンケー

トより，「距離が遠く大変だった」「場所を絞って深

く調べた方がいいのではないか」という意見がみら

れた。歴史講義との関連や宇野を象徴する場所にす

ることばかり考えてしまい，結果的に距離の問題，

歴史や文化という分野に偏った場所の選定となっ

た。また，場所と場所の間を参加者が飽きないよう

にする工夫が必要だったと考える。 
 
４．展望 

今後の活動について，以下の 3 点を中心に行う予

定である。 
まず，最初に設定していた参加対象者である，小

学生とその保護者が参加していなかったことを踏

まえた，改善策の考案である。親子が参加していな

かった理由の一つとして，広報活動の不十分さが考

えられる。少しでも実現に近づけるためには，各小

学校にチラシを持参して呼び掛けるなどの積極的

な広報活動が必要だった。もしくは，地域をフィー

ルドにしながら学校教育の中での実践も考えられ

た。また，比較的行事が多い 12 月という開催時期

は検討する余地があったと考える。 
次に，様々な組織，団体との連携である。玉野市

では，多くの NPO 等の組織が様々な形でイベント

を開催し，より良い玉野市を作ろうとしている。本

プロジェクトでは，玉野市で市民活動を行ってい

らっしゃる方々と実際の玉野市の様子をお話させ

ていただいたり，本プロジェクトに対するご助言を

いただいたりした。しかし，そのつながりを本プロ
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ジェクトのさらなる発展に有効活用できなかった。

今後，多くの方，組織とつながっていくことで，本

ワークショップの効果を波及させ，多くの地域で実

施されていくことを目指したい。 
最後に，今回のワークショップの実践を踏まえた，

高等学校での授業実践デザインである。玉野 SDGs
みらいづくりセンターが行った高校生の意識調査

では，地域活動への関心度が 1，2 年生では低く，

3 年生では高くなっていた 3）。その理由として，「高

校 3 年間を通じて学び，地域に関わり，学校以外の

人と接した時間が増えてきた結果であろう」4）と推

察がなされている。さらに，分析によると，「生まれ

育った地域での経験，体験が，地元愛を育み，地域

の関心を深めていくことになり，玉野に住み続けた

い理由になる」5）ことが明確となっている。このこ

とから，生徒自身が玉野の特性，魅力点を見つける

ような経験，体験を続けていくことが地域への関心

や愛着を高めることにつながると考える。 
このような現状に加え，高校生は将来の選択肢と

して，大学進学や就職等を控えており，地元に住み

続けるか，地元を離れるか考えなければならない時

期でもある。そのため，高校生を対象に授業実践デ

ザインを行うこととした。 
本プロジェクトに基づき，高等学校教育での実践

では教科横断型，学際的な活動を考えている。具体

的な内容としては，各教科の授業内容と関連づけな

がら玉野市に関する様々な事象を学習していく。そ

して，生徒は玉野市が合併する前の自治体ごとにグ

ループを組み，その地域のある場所を選定し，隠さ

れた文化の側面や魅力点を掘り出す。最終的には，

それらを表現する方法として，手作りマップの創作

活動を実施する。以下の表 1 に現時点での授業案の

詳細を記載する。 
今回の活動内容に基づいた上記の提案を実際に

高等学校で実践したいと考えている。そして，この

ような地域学習などの授業を出発点として，さらな

る豊富な活動や体験学習の実施を期待する。 
 

表1 高等学校における授業案 

【各教科との関連】 

〇製塩―化学，地理 

・化学：実際に製塩を行う。 

・地理：なぜ玉野という土地で製塩業が盛んだっ

たのか地理的背景を踏まえながら学習する。  

 

〇玉野市の民謡―音楽，歴史 

・歴史：民謡が生まれた経緯，民謡に込められて

いる思いを学んだり，調査したりする。 

・音楽：上記の歴史での学習を踏まえて，歌った

り，楽器で演奏したりする。 

 

〇玉野市の歴史や地形―歴史，地理 

・歴史：日本史全体における岡山県や玉野市の位

置づけ，玉野市誕生の経緯，国際社会における産

業の変遷，交通等を学んだり，調査したりする。

・地理：玉野市における地形の変遷，どのように

身近な地域ができていったのかを学んだり，調査

したりする。 

 
【調査】 

玉野市が合併する前の自治体でグループを組み，

その地域の中から場所を選定し，各種資料を用い

て調査を行ったり，実際に訪れたりする。 

 
【表現活動】 

・上記の調査でみつけた魅力をクラスで一枚の

大きな地図に示す。 

・その地図を基に，各グループの調査を共有し合

い，理解を深める。 
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